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画像提供：長南町

表 紙 の ま ち 『 長 南 町 』

2　第3 0号

観
音
様
の
み
ち

　
長
南
町
の
「
観
音
様
の
み
ち
」
は
、
自
然

林
を
探
勝
す
る
と
と
も
に
笠
森
寺
の
観
音
堂

な
ど
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き

る
自
然
歩
道
。
全
長
10
K
m
ほ
ど
の
山
歩
き

初
心
者
に
も
優
し
い
散
策
コ
ー
ス
で
す
。

　

昼
で
も
暗
く
ひ
ん
や
り
と
し
た
参
道
を
登

り
き
る
と
、
起
点
と
な
る
笠
森
寺
に
到
着
。

大
き
な
岩
の
上
に
建
つ
観
音
堂
は
国
の
重
要

文
化
財
で
、
境
内
は
起
伏
に
富
み
、
暖
帯
性

照
葉
樹
林
の
自
然
林
に
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
人
気
で
す
。

　

笠
森
寺
か
ら
野
見
金
公
園
へ
続
く
道
は
、

ス
ギ
、
シ
イ
、
タ
ブ
、
ク
ス
な
ど
の
樹
林
に

包
ま
れ
た
尾
根
道
。
公
園
の
頂
上
か
ら
は
東

に
太
平
洋
、
茂
原
の
市
街
地
が
一
望
で
き
ま

す
。
ま
た
頂
上
に
は
野
見
金
山
展
望
カ
フ
ェ

「
ミ
ハ
ラ
シ
テ
ラ
ス
」
が
あ
り
、
標
高
1
5
2

ｍ
の
テ
ラ
ス
か
ら
見
え
る
絶
景
を
眺
め
な
が

ら
、
町
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

食
事
が
楽
し
め
ま
す
。
澄
ん
だ
空
気
と
雄
大

な
眺
望
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く

れ
る
長
南
の
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

長
南
町

豊
か
な
自
然
に
い
だ
か
れ
て

坂東三十一番札所　「笠森寺」

●笠森寺の紅葉

巨大な岩の峰上に建てられた笠森観音堂
は四方が舞台造りの「四方懸造」と呼ば
れる日本唯一の構造で広く知られており、
その高い建築技術と壮麗な姿に魅せられ、
四季を通して訪れる人が絶えません。空
中に浮かぶような回廊からの展望は素晴
らしく、また、眼下に広がる広大な自然
林は暖地の残存林として貴重な国の天然
記念物です。
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市銚 子
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
観
光

　

本
市
は
数
多
く

の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
関

東
最
東
端
の
犬
吠

埼
は
、
山
頂
や
離

島
を
除
き
日
本
で

一
番
早
く
初
日
の

出
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
毎
年
、
大

勢
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
す
。
犬
吠
埼

灯
台
は
昨
年
現
役

灯
台
と
し
て
初
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

の
ん
び
り
ス
ロ
ー
な
電
車
旅
が
楽
し
め
る
銚
子
電

鉄
、
銚
子
沖
で
の
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

を
楽
し
み
「
東
洋
の
ド
ー
バ
ー
」
と
も
言
わ
れ
、
国

の
名
勝
と
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
屛
風
ケ

浦
の
切
り
立
っ
た
断
崖
の
絶
景
を
堪
能
し
た
ら
、
犬

吠
埼
温
泉
郷
で
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。
銚
子
漁
港
で
水

揚
げ
し
た
新
鮮
な
魚
や
、
灯
台
キ
ャ
ベ
ツ
、
銚
子
メ

ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
新
鮮
な
農
産
物
に
舌
鼓
を
打

つ
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

1
月
の
第
2
日
曜
日
に
は
、
関
東
近
県
で
は
最
大

規
模
を
誇
る
「
中
学
校
対
抗　

銚
子
半
島
一
周
駅
伝

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
新
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
ま
し
た
ら
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い

の
銚
子
観
光
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
三
期
目
の
銚

子
市
政
の
舵
取
り
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
の
収
束

に
向
け
て
医
療
機
関
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

感
染
拡
大
に
伴
い
、
地
域
経
済
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大

に
伴
い
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用

し
、
長
期
滞
在
型
プ
ラ
ン
の
造
成
、
人
材
交
流
、
銚

子
の
魅
力
発
信
な
ど
、
新
た
な
誘
客
の
要
素
と
し
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
入
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

　

銚
子
は
人
口
減
少
や
財
政
再
建
な
ど
様
々
な
課
題

大
地
の
恵
み
　
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク

　

利
根
川
河
口
か
ら
君
ケ
浜
、
犬
吠
埼
、
屏
風
ケ
浦

に
至
る
海
岸
線
は
、
砂
浜
あ
り
、
岬
あ
り
、
断
崖
絶

壁
あ
り
と
、
変
化
に
富
ん
だ
雄
大
な
景
観
美
を
織
り

な
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
銚
子
半
島
で
最
も
標
高
の

高
い
愛
宕
山
周
辺
に
は
、
千
葉
県
で
最
も
古
い
地
層

で
あ
る
「
愛
宕
山
層
群
」
（
１
億
５
千
万
年
前
）
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

千
葉
県
で
唯
一
の
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
４
年
間

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
2
月
5
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
オ
は
、
「
地

球
、
大
地
」
と
い
う
意
味
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、

貴
重
な
地
質
、
地
形
を
含
み
、
そ
の
地
域
の
自
然
環

境
や
歴
史
・
文
化
、
産
業
に
親
し
む
「
大
地
の
公

園
」
の
こ
と
で
す
。

　

地
層
な
ど
を
観
察
し
て
地
球
の
歴
史
と
大
地
の
活

動
の
仕
組
み
を
学
び
、
そ
の
土
地
で
収
穫
さ
れ
た
素

材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
か
ら
地
球
の
恩
恵
を
味
わ

い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
地
域
資
源

に
恵
ま
れ
た
マ
チ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
か
な
自
然
、

豊
か
な
食
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
何
よ
り
も
郷

土
を
愛
す
る
市
民
が
い
ま
す
。

　

銚
子
商
業
の
高
校
生
た
ち
が
全
国
に
寄
付
を
呼
び

か
け
、
脱
線
し
て
走
れ
な
く
な
っ
た
銚
子
電
鉄
の
電

車
を
復
活
さ
せ
た
よ
う
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、

市
民
も
企
業
も
行
政
も
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
い
け

ば
、
必
ず
銚
子
の
活
力
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
防
災
強
化
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
子
育
て
支
援
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
市
政
。
一
つ
ひ
と
つ
の
政
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
度
か
ら
2
0
2
8
年
度
ま
で
の
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
は
、

「
握
手
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
限
り
あ
る
行
政
資
源
だ

け
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
市
民
や

団
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
持
つ
様
々
な
「
ち
か
ら
」

を
掘
り
起
こ
し
、
「
握
手
」
の
力
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
力
を
生
み
出
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
財
政
再
建
を
図
り
、
豊
か
な
地
域
資

源
と
銚
子
の
強
み
を
生
か
し
た
新
し
い
視
点
に
立
っ

た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

オ
ー
ル
銚
子
で
洋
上
風
力
発
電
事
業

　

昨
年
7
月
、
銚
子
市
沖
海
域
が
再
エ
ネ
海
域
利
用

法
に
基
づ
く
「
促
進
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
事
業
者

の
公
募
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
11
月
頃
に
は
発
電

事
業
者
が
決
定
し
、
早
け
れ
ば
令
和
9
年
に
も
発
電

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
風
車
の
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
地
元
企
業
の
活
用

や
、
雇
用
の
機
会
が
増
え
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
風
車
は
部
品
数
が
1
～
2
万
点
に
も
及

び
、
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

名
洗
港
を
拠
点
港
湾
と
し
た
関
連
産
業
の
集
積
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
を
目
指
し
、
洋
上
風
力
発

電
事
業
を
漁
業
振
興
・
産
業
振
興
・
経
済
発
展
に
つ

な
げ
る
「
銚
子
モ
デ
ル
」
の
実
現
に
向
け
、
オ
ー
ル

銚
子
の
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
銚
子
市
で
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

国
が
強
力
に
進
め
る
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
世
帯
数

人

人

人

世帯

58,098
28,192
29,906
27,003

2021年9月1日現在

市役所/〒288-8601　千葉県銚子市若宮町1-1　TEL/0479-24-8181
ホームページアドレス　http://www.city.choshi.chiba.jp/銚子市データ

人 口

男

女

世 帯

性

性

市章
旭日を中心に丁四（銚子）を周囲に配して図
案化したもので、関東の最東端に位置する銚
子市が旭日と共に力強く発展することを表徴
しています。

銚子市 PR キャラクター

ちょーぴー

銚子市長　越 川 　 信 一

「
握
手
」の
力
で
ま
ち
づ
く
り

■銚子市沖の洋上風力発電

■重要文化財　犬吠埼灯台

■歌川広重の浮世絵にも描かれた屏風ケ浦の絶景
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市船 橋
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
海
老
川
上
流
地
区
で

は
、市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
や
新
駅
誘
致
を
伴

う
土
地
区
画
整
理
事
業
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。市

で
は
、同
事
業
に
合
わ
せ
て
、「
ふ
な
ば
し
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
構
想
」を
策
定
し
、医
療
と
健
康
を
テ
ー
マ

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
東
葛
南
部
地
域
医
療
圏

の
三
次
救
急
を
担
っ
て
お
り
、
高
度
医
療
へ
の
対
応

な
ど
診
療
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
誘
致
も
進

め
て
い
き
ま
す
。
常
に
新
し
い
技
術
・
情
報
が
入
る

医
療
や
健
康
を
加
え
る
こ
と
で
、
進
化
し
続
け
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
集
客
施
設
等
が
集
積
し
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
臨
海
部
で
は
、
J
R

南
船
橋
駅
前
に
あ
る
約
4
・
5
ha
の
市
有
地
を
活
用

し
、
臨
海
部
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
土
地

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
化
す
る
と
共
に
、
公
的
負

担
を
最
小
化
す
る
た
め
、
民
間
活
力
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
は
商
業
施
設
や
集
合
住
宅
の
整

備
に
併
せ
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
大
規
模
な
芝
生
広
場
や
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ

く
り
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
創
出

と
回
遊
性
向
上
を
促
し
、
臨
海

部
の
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
多

方
面
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

現
在
の
感
染
状
況
を
見
て
も
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
独
自
の
P
C
R
検
査
体

制
の
構
築
や
、
市
内
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
療
養
施
設
の

開
設
、
医
療
機
関
に
お
け
る
病
床
の
確
保
な
ど
、
状

況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
迅
速
に
実
行
す

る
上
で
は
、
長
年
築
い
て
き
た
市
医
師
会
と
の
協
力

体
制
及
び
中
核
市
と
し
て
独
自
に
設
置
し
て
い
る
保

健
所
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
感
染
症
対

策
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
と
同
時
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
令
和
4
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
の
第
3
次

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

船
橋
市
児
童
相
談
所
の
設
置

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
住
民
に

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

家
庭
児
童
相
談
室
を
設

け
、
県
市
川
児
童
相
談
所

と
連
携
し
、
虐
待
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
、
早
期

対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

県
市
川
児
童
相
談
所
は
、
船
橋
市
・
市
川
市
・
浦

安
市
・
鎌
ケ
谷
市
の
4
市
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
相

談
件
数
は
年
々
増
加
し
、
そ
の
約
半
数
は
児
童
虐
待

相
談
件
数
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
本
市
の
案
件

が
約
4
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
で
受
け
る
相
談

件
数
に
つ
い
て
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
児
童
相
談
室
の
職
員
体
制
の
強
化
を
図

り
、
児
童
虐
待
等
の
問
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
相
談

や
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
と
県
児
童
相
談
所
は
虐

待
リ
ス
ク
の
重
さ
や
求
め
ら
れ
る
専
門
性
に
よ
り
、

役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
迅
速
か
つ
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
双
方
の
役
割
を
一

元
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
市
独
自
の
児
童
相

談
所
の
設
置
を
目
指
し
、
令
和
3
年
7
月
に
船
橋
市

児
童
相
談
所
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

市
独
自
の
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な

成
長
と
発
達
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

経
て
、
社
会
の
あ
り
方
や
人
々
の
意
識
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、
持
続
可
能
で
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
す
S
D
G
s
の
視
点

や
考
え
方
を
市
政
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
切
な
要

素
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
地
球
的
視
野
を
も
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
湾
に
面
し

て
い
る
本
市
は
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
と
連
携

し
、
河
川
や
海
の
水
を
採
取
し
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
効
果
的
な
抑
制
対
策
を
検
討
す
る
た
め
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
様
性
を
包
摂
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
性
的
少
数
者
等
の
方
々
へ
の
社
会
的
理
解
が

進
む
よ
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
本
年

中
に
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
修
を
受

け
た
公
民
館
職
員
が
「
ス
マ
ホ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

と
な
り
、
ス
マ
ホ
の
〝
ち
ょ
っ
と
し
た
質
問
〟
に
答

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
人
口
64
万
人
を
擁
し
、
政
令
指
定
都
市
を

除
く
と
全
国
で
一
番
人
口
規
模
の
大
き
な
市
へ
と
成

長
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

を
持
っ
た
方
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
う
し
た
全
国
に
誇

る
「
市
民
力
」
を
活
か
し
て
、
人
々
の
笑
顔
が
ま
ち

中
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

船
橋
市
初
の
国
史
跡
が
誕
生

　

　

取
掛
西
貝
塚
が
こ
の
秋
に
も
船
橋
市
初
の
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
掛
西
貝
塚
は
約
1
万
年
前
の
貝
塚
を
伴
う
縄
文

時
代
早
期
前
葉
の
集
落
跡
で
、
東
葉
高
速
鉄
道
飯
山

満
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

船
橋
市
を
含
む
東
京
湾
東
岸
部
は
、
特
別
史
跡
加

曾
利
貝
塚
（
千
葉
市
）
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
貝

塚
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
取
掛
西
貝
塚
は

最
も
古
く
、
日
本
で
初
め
て
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
時

期
の
環
境
や
生
活
、
文
化
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
全
国
的
に
み
て
も
重
要
な
遺
跡
で

す
。
ま
た
、
東
京
湾
の
恵
み
に
よ
り
発
展
し
て
き
た

本
市
に
と
っ
て
も
、
「
ふ
る
さ
と
船
橋
」
の
原
点
と

も
い
え
る
大
切
な
遺
跡
で
す
。

　

今
後
、
学
識
経
験
者
・
市
民
の
代
表
に
よ
る
委
員

会
で
検
討
を
進
め
、
令
和
5
年
度
に
取
掛
西
貝
塚
の

保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

遺
跡
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
の
成
り
立
ち
を
知

る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
地

域
の
将
来
の
文
化

環
境
を
形
作
る
重

要
な
資
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
多
く

の
方
に
取
掛
西
貝

塚
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市役所/〒273-8501 千葉県船橋市湊町2-10-25　TEL/047-436-2111
ホームページアドレス　https://www.city.funabashi.lg.jp船橋市データ

船橋市長　松 戸 　 徹

64
万
市
民
の
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顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

■南船橋駅前の芝生広場
※イメージであり、関係機関との協議等により変更となる可能性があります。

■取掛西貝塚の貝層と動物骨集中

■家庭児童相談室

人
口
世
帯
数

人

人

人

世帯

644,778
319,266
325,512
292,751

2021年9月1日現在

人 口

男

女

世 帯

性

性

市章
市の紋章は、船橋市の舟の字を図案化したも
ので、市の発展を象徴しています。



S H I N K O  C H I B A 振 興 ち ば

第30号　78　第30号

ち ば の 市 町 村

TOHNOSHO Town

町東 庄
行
政
協
力
員
ま
ち
づ
く
り
会
議

　

町
で
は
34
地
区

の
区
長
が
自
治
会

の
代
表
と
し
て
、

議
会
と
同
じ
形
式

で
地
域
の
困
り
ご

と
を
話
し
合
う
独

自
の
制
度
、
行
政

協
力
員
ま
ち
づ
く

り
会
議
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
視
点
か

ら
町
政
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
提

言
い
た
だ
く
こ

と
、
ま
た
、
地
域

住
民
の
建
設
的
な

意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年
に
3
回
、
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
会
議
も
、
今
年
で
10

年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
多
く
の
方
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
こ

の
区
間
は
通
学
路
を
整
備
す
べ
き
だ
」
な
ど
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
に
積
極
的
に
働

き
か
け
て
実
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と

い
う
熱
意
は
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
時
代
と
と
も
に

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
中
、
住
民
の
連
帯
感
と
行

動
力
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

東
庄
町
は
、
千
葉
一
族
・
東
氏
の
〝
東
の
荘
園
〟

に
由
来
す
る
古
い
歴
史
や
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い

田
園
風
景
、
そ
し
て
情
に
厚
い
土
地
柄
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。

　

千
葉
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、東
京
か
ら
約
80
㎞
、

千
葉
市
か
ら
約
55
㎞
、
成
田
空
港
か
ら
約
30
㎞
の
位

置
に
あ
り
ま
す
。
東
は
銚
子
市
、
南
は
旭
市
、
西
は

香
取
市
に
接
し
、
北
は
利
根
川
を
隔
て
て
茨
城
県
神

栖
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
太
平
洋
側
気
候
に
属
し
て

お
り
、
年
間
平
均
気
温
が
15
度
前
後
、
東
京
と
比
べ

る
と
、
冬
は
2
～
3
度
暖
か
く
、
夏
は
逆
に
涼
し
い

気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
に
東
庄
町
は
町
制
施
行
65
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
記
念
行
事
や
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、

延
期
や
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

統
合
小
学
校
で
の
教
育

　

少
子
化
に
伴
う
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
令
和

2
年
4
月
、
町
内
の
小
学
校
5
校
は
1
校
に
統
合
さ

れ
、
「
東
庄
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
東
庄
町

に
と
っ
て
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
す
。

　

閉
校
と
な
っ
た
各
学
校
は
、
1
4
0
年
以
上
の
長

い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
、防
災
や
交
流
の
起
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
閉
校
に
は
大
変
な
寂
し
さ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
の
学
区
の
子
ど
も
た
ち
も
同
じ
環
境

で
、
等
し
く
ベ
ス
ト
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
願
い
、
す
べ

て
は
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
た
め
に
と
決
断

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、様
々

な
制
約
が
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
2
年
6

月
に
初
め
て
の
入
学

式
、
ま
た
9
月
に
は

第
一
回
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
教
育
は
何

よ
り
大
切
で
あ
り
、
引

き
続
き
学
校
、
地
域
全

体
で
子
供
た
ち
を
育

み
、
見
守
り
、
そ
の
子

た
ち
が
大
き
く
羽
ば
た

い
て
い
く
こ
と
が
願
い

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
次
世

代
に
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
町

内
５
校
の
小
学
校
統
合
や
、
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
と
い
っ
た
教
育
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
よ
う
な
小
学
校
跡

地
の
利
活
用
等
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
過
去
に
発
生
し
た
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
踏
ま
え
た
、
災
害
時
の
避
難
の
あ
り
方
や
避

難
所
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、

当
町
も
平
成
29
年
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
減
少
対
策
は
大
変
難
し
い
問
題
で
す
が
、

こ
の
町
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
今
後
も
住
み
続
け
た
い

町
と
な
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
抑
制
を
目
指
す
「
第
2
期
東
庄
町
総

合
戦
略
」
は
令
和
2
年
度
か
ら
計
画
期
間
が
ス
タ
ー

ト
し
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
6
次
東
庄
町
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
が
始

ま
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な

可
能
性
を
検
討
し
、
引
き
続

き
、
安
全
・
安
心
で
持
続
可

能
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等
の
保
健
事
業

　

町
で
は
集
団
健
診
に

よ
る
特
定
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
受
診
し
や
す

い
健
診
日
程
の
調
整
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
未
受

診
者
対
策
等
に
よ
り
、

令
和
元
年
度
の
受
診
率

は
60
・
9
％
と
初
め
て

60
％
超
え
を
達
成
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
感
染

予
防
対
策
等
で
大
幅
な

内
容
変
更
を
経
て
の
実

施
と
な
り
、
受
診
率
は

52
・
2
％
と
大
き
く
落

ち
込
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
3
年

度
は
例
年
ど
お
り
集
団

健
診
を
実
施
し
、
6
月

終
了
時
の
暫
定
受
診
率
は
55
・
6
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
国
保
東
庄
病
院
で
実
施
す
る
短
期

人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
ま
た
は
1
泊
）
や
職
域
健
診

の
結
果
を
提
供
し
て
も
ら
う
等
、
法
定
受
診
率
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
土
台
は
健
康
で
す
。

今
後
も
、
町
民
の
健
康
維
持
と
病
気
に
な
ら
な
い
施

策
に
取
り
組
み
、
町
民
が
楽
し
く
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

人
口
世
帯
数

人

人

人

世帯

13,460
6,741
6,719
5,233
2021年9月1日現在

町役場/〒289-0692　千葉県香取郡東庄町笹川い4713-131　TEL/0478-86-1111
ホームページアドレス　https://www.town.tohnosho.chiba.jp東庄町データ

人 口

男

女

世 帯

性

性

町章
地域が手をつなぎ、町が丸く平和に栄える
ことを象徴したもので、『庄』の字を中に「と」

「う」「の」を円にデザイン化。

東庄町イメージキャラクター
コジュリンくん

東庄町長　岩 田 　 利 雄

ふ
る
さ
と
が
人
を
育
み
、人
が
ふ
る
さ
と
を
創
る

■まちづくり会議

■ 小学校運動会

■特定健康診査
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に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
べ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
育

児
期
で
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
保
育
支
援
な
ど
の
環

境
も
整
え
て
い
ま
す
。
年
齢
的
に
も
地
理
的
に
も
近

い
人
々
で
の
情
報
収
集
や
交
流
を
と
お
し
て
、
女
性

農
業
経
営
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
農
業
に
参
画
で
き
る 

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　

農
業
委
員
や
農
業
協
同
組
合
の
役
員
等
、
地
域
農

業
の
方
針
策
定
の
場
へ
の
女
性
の
登
用
は
年
々
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
女
性
の
割
合
は
ま
だ
低
い

女
性
農
業
者
の
さ
ら
な
る
活
躍
の
た
め
に

　

千
葉
県
の
令
和
元
年
の
農
業
産
出
額
は
全
国
4
位

で
あ
り
、
全
国
有
数
の
農
業
県
で
す
。
農
業
従
事
者

は
過
去
35
年
間
で
65
％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る

中
（
図
１
）
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に

は
、
担
い
手
の
約
4
割
を
占
め
る
女
性
の
一
層
の
活

躍
が
不
可
欠
で
、
主
体
的
な
経
営
参
画
や
地
域
の
方

針
策
定
の
場
へ
の
参
画
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
千
葉
県
で
は
、
経
営
者
と
し
て
農
業
経
営

の
発
展
や
地
域
農
業
の
活
性
化
に
活
躍
で
き
る
女
性

農
業
者
の
育
成
を
め
ざ
し
、
若
手
女
性
農
業
者
の
経

営
参
画
の
促
進
の
た
め
「
農
業
女
子
実
践
力
向
上
研

修
」
、
地
域
農
業
に
参
画
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
の
た

め
「
地
域
農

業
・
産
地
力

ア
ッ
プ
女
性

リ
ー
ダ
ー
講

座
」
の
2
つ

の
研
修
を
令

和
3
年
度
か

ら
実
施
し
て

い
ま
す
（
図

2
）
。

の
が
現
状
で
す
（
令
和
2
年
度
末
で
県
内
農
業
委
員

の
女
性
割
合
14
・
6
％
、
県
内
Ｊ
Ａ
役
員
の
女
性
割

合
8
・
5
％
）
。
本
県
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
に
は
、
産
地
に
お
け
る
生
産
や
販
売
な
ど
の
取
組

に
、
女
性
の
声
を
よ
り
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

◆
地
域
農
業
・
産
地
力
ア
ッ
プ
女
性
リ
ー
ダ
ー
講
座
◆

　
そ
こ
で
、
産
地
や
組
織
と
連
携
し
、
産
地
の
活
性

化
を
め
ざ
し
て
行
動
で
き
る
女
性
農
業
者
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
3
年
間
に
わ
た
っ
て
県
域

で
本
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
農
政
や
流
通
等
の
知
識
習
得
や
産
地
活

性
化
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
計
3
回
の
講

座
を
開
催
し
、
次
年
度
以
降
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果
を
も
と
に
産
地
改
革
プ
ラ
ン
の
作
成
と
実
践
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

産
地
改
革
プ
ラ
ン
の
実
践
の
際
に
は
、
生
産
組
織

や
関
係
機
関
の
後
押
し
と
協
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
講
座
の
受
講
者
は
、
将
来
の
活

躍
を
期
待
さ
れ
、
所
属
の
生
産
組
織
か
ら
推
薦
を
受

け
た
女
性
農
業
者
29
名
と
し
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
第
1
回
の

講
座
で
は
、
「
女
性
の
力
で
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
！
」
と
題
し
て
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
榊
田

み
ど
り
氏
よ
り
、
女
性
農
業
者
の
現
状
や
課
題
、
女

性
視
点
で
農
業
や
産
業
を
変
え
た
事
例
な
ど
の
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
女
性
視
点
で
産
地
や
組
織
を
変
え
て
い

く
た
め
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
河
野
律
子
氏
が
講
師
と

若
手
女
性
農
業
者
の
経
営
参
画
の
促
進

　

農
業
経
営
に
お
い
て
女
性
は
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
女
性
の
農
業
経
営
へ
の
関
与
と
収
益
の
向

上
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
平
成
28
年
上
半
期
農
業

景
況
調
査
」
）
。
し
か
し
、
女
性
農
業
者
の
場
合
、

出
産
や
育
児
等
に
よ
り
、
農
業
経
営
や
栽
培
技
術
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
十
分
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
域
に
点
在
し
て
い
る
た
め
、
同
世
代
で
の
交

流
や
、
経
営
や
栽
培
技
術
に
関
す
る
多
様
な
情
報
を

得
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
農
業
女
子
実
践
力
向
上
研
修
◆

　

そ
こ
で
、
県
内
10
カ
所
の
農
業
事
務
所
に
お
い

て
、
若
手
女
性
農
業
者
を
対
象
に
、
農
業
生
産
や
経

営
に
関
す
る
知
識
・
技
術
力
の
向
上
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

各
農
業
事
務
所
が
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
等
と
連
携
し
、

対
象
と
な
る
若
手
女
性
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
対
象
者
の
要
望
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
研
修

会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
梨
や
イ
チ
ゴ
な
ど
品
目
別
に

栽
培
技
術
や
販
売
方
法
を
学
ん
だ
り
、
直
売
向
け
の

野
菜
づ
く
り
、
農
業
機
械
の
扱
い
方
な
ど
農
業
生
産

な
り
、
受
講
者
が
所
属
す
る
産
地
や
組
織
の
良
い
と

感
じ
て
い
る
点
や
問
題
と
感
じ
て
い
る
点
、
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
、
受
講
者
同
士
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
「
農
業
だ
け
で
な
く
地
域
の
話

し
合
い
の
場
に
女
性
が
積
極
的
に
参
加
で
き
た
ら
よ

い
」
、
「
個
々
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
等
が
共
有
で

き
、
今
後
の
活
動
の
道
す
じ
が
見
え
た
気
が
す
る
」

と
意
欲
的
な
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
期
待
さ
れ
る
受
講
者
が
、
女

性
の
視
点
と
行
動
力
で
地
域
の
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

図１　千葉県の農業従事者人口の推移
　　　（総務省　国政調査より）

図 2　女性農業者への支援内容

今後の講座内容
回 時期・場所 主な内容

第
2
回

10月5日(火)
千葉市生涯
学習センター

(1)講義・ワークショップ
「産地を活性化するための組織づくりのポイント」「生産物の消費拡大の取組とは」
(2)講義　「農産物マーケット・市場流通の実態」

第
3
回

11月25日(木)
かずさアカデ
ミアホール

(1)事例研修 
「女性が活躍している産地の事例」～モットーは、楽しくワクワク～
(2)ワークショップ
「産地や地域の活性化に役立てよう！～ICTの効果的な活用～」

圃場で栽培管理のポイントを学ぶ

オンライン上でのワークショップ

農業機械の使い方を学ぶ

女
性
の
力
で
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
！

千葉県
農林水産部

担い手支援課

～
次
代
の
農
業
を
担
う
若
手
女
性
農
業
者
と
地
域
農
業
に
参
画
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
～
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令
和
二
年
度
市
町
村
普
通
会
計
決
算
・
健
全
化
判
断
比
率

(

見
込
み)

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

1
　
決
算
規
模
（
第
一
表
）

　

令
和
二
年
度
の
県
内
五
十
四
市
町
村
の
普
通
会
計
決

算
規
模
は
、
歳
入
総
額
三
兆
一
、
九
二
一
億
七
五
百
万

円
（
前
年
度
比
三
三
・
一
％
増
）
、
歳
出
総
額

三
兆
八
八
八
億
九
六
百
万
円
（
前
年
度
比
三
四
・
三
％

増
）
と
な
り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
十
二
年
連
続
で
増

加
し
、
過
去
最
高
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

2
　
決
算
収
支

　

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
七
九
一
億
一
五
百
万
円

で
、
前
年
度
に
対
し
十
八
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。　

　

な
お
、
十
四
年
連
続
し
て
、
県
内
の
全
市
町
村
に
お

い
て
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

3
　
歳
入

　

一
般
財
源
等
（
臨
時
財
政
対
策
債
等
を
含
む
）
は
、

一
兆
四
、
五
七
七
億
七
一
百
万
円
で
、
前
年
度
に
対
し

一
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

額
給
付
金
に
よ
り
補
助
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
対
し
八
二
・
七
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

5
　
財
政
構
造
の
弾
力
性

　

経
常
収
支
比
率
は
、
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
の

九
一
・
二
％
と
前
年
度
か
ら
低
下
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
五
％
を
超
え
る
団
体
は
十
団
体
減
少
し
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

6
　
将
来
の
財
政
負
担

　

令
和
二
年
度
末
の
債
務
総
額
（
地
方
債
現
在
高
と
債

務
負
担
行
為
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額
の
計
）
は
、

二
兆
七
、
六
一
一
億
三
七
百
万
円
で
、
前
年
度
末
に
対

し
二
・
七
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
末
の
積
立
金
（
財
政
調
整
基

金
、
減
債
基
金
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
）
の
現
在
高

は
、
四
、
一
六
三
億
五
五
百
万
円
で
、
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
の
積
立
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
末
に
対
し
〇
・
七
％
増
と
な
り
ま
し
た
。　

　

債
務
総
額
か
ら
積
立
金
現
在
高
を
減
じ
た
将
来
の
財

政
負
担
は
、
二
兆
三
、
四
四
七
億
八
二
百
万
円
で
、
前

年
度
末
に
対
し
三
・
〇
％
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
　
健
全
化
判
断
比
率
（
第
二
表
）

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
決
算
に
基
づ
く
「
健
全
化

判
断
比
率
」
を
市
町
村
に
お
い
て
算
定
し
た
と
こ
ろ
、

す
べ
て
の
市
町
村
で
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
税
は
、
一
兆
四
五
〇
億
一
七
百
万
円
で
、
個

人
住
民
税
所
得
割
や
固
定
資
産
税
の
増
が
あ
っ
た
一
方

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
税
率
引

き
下
げ
に
伴
う
法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
並
み
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
種
交
付
金
の
う
ち
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、

一
、
三
二
二
億
六
一
百
万
円
で
、
税
率
引
上
げ
の
影
響

に
よ
り
、
前
年
度
に
対
し
二
一
・
九
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
一
、
六
五
七
億
九
八
百
万
円
で
、

普
通
交
付
税
が
地
域
社
会
再
生
事
業
費
の
創
設
な
ど
に

よ
り
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
前
年
度
に
対
し

〇
・
八
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
一
兆
一
、
一
五
〇
億
五
三

百
万
円
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る

特
別
定
額
給
付
金
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
対

し
一
九
八
・
五
％
と
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

4
　
歳
出

　

義
務
的
経
費
は
、
一
兆
二
、
三
九
四
億
八
八
百
万
円

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
に
伴
う
人
件
費

の
増
や
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
に
よ
る
扶
助

費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
対
し
五
・
四
％
の
増
と
、

八
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
二
、
七
〇
九
億
一
一
百
万
円
で
公

共
施
設
等
の
整
備
に
係
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
や
、

令
和
元
年
度
台
風
被
害
に
対
応
す
る
災
害
復
旧
事
業
等

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
に
対
し
四
・

二
％
の
増
と
、
二
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
一
兆
五
、
七
八
四
億
九
七
百
万

円
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
特
別
定

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費
比率

将来負担
比率早期

健全化基準
早期

健全化基準
千葉市 ー (11.25) ー (16.25) 11.8 128.8
銚子市 ー (12.80) ー (17.80) 12.2 115.3
市川市 ー (11.25) ー (16.25) 1.7 ー
船橋市 ー (11.25) ー (16.25) 1.9 24.3
館山市 ー (13.15) ー (18.15) 5.7 29.9
木更津市 ー (11.98) ー (16.98) 3.5 11.5
松戸市 ー (11.25) ー (16.25) 1.0 2.4
野田市 ー (11.75) ー (16.75) 4.6 20.0
茂原市 ー (12.56) ー (17.56) 10.2 107.4
成田市 ー (11.48) ー (16.48) 7.9 86.7
佐倉市 ー (11.77) ー (16.77) 1.4 ー
東金市 ー (12.95) ー (17.95) 2.8 63.3
旭市 ー (12.59) ー (17.59) 8.1 ー

習志野市 ー (11.66) ー (16.66) 8.0 35.3
柏市 ー (11.25) ー (16.25) 2.5 ー
勝浦市 ー (14.80) ー (19.80) 7.3 69.5
市原市 ー (11.25) ー (16.25) 5.8 25.0
流山市 ー (11.64) ー (16.64) 1.0 30.4
八千代市 ー (11.62) ー (16.62) 6.2 15.3
我孫子市 ー (12.12) ー (17.12) 1.3 ー
鴨川市 ー (13.37) ー (18.37) 10.3 98.5
鎌ケ谷市 ー (12.48) ー (17.48) 4.3 32.1
君津市 ー (12.48) ー (17.48) 3.5 25.8
富津市 ー (13.08) ー (18.08) 8.4 54.3
浦安市 ー (11.30) ー (16.30) 7.8 38.5
四街道市 ー (12.66) ー (17.66) 2.4 ー
袖ケ浦市 ー (12.75) ー (17.75) 1.7 7.3
八街市 ー (12.89) ー (17.89) 6.3 29.3
印西市 ー (12.24) ー (17.24) 0.1 ー
白井市 ー (13.03) ー (18.03) 3.5 57.2

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費
比率

将来負担
比率早期

健全化基準
早期

健全化基準
富里市 ー (13.38) ー (18.38) 7.7 24.5
南房総市 ー (12.83) ー (17.83) 8.1 ー
匝瑳市 ー (13.37) ー (18.37) 5.8 24.4
香取市 ー (12.47) ー (17.47) 8.4 37.5
山武市 ー (12.86) ー (17.86) 7.9 ー
いすみ市 ー (13.17) ー (18.17) 7.3 33.8
大網白里市 ー (13.32) ー (18.32) 8.6 79.0
酒々井町 ー (15.00) ー (20.00) 5.3 19.0
栄町 ー (15.00) ー (20.00) 5.8 14.9
神崎町 ー (15.00) ー (20.00) 4.7 ー
多古町 ー (15.00) ー (20.00) 5.1 ー
東庄町 ー (15.00) ー (20.00) 6.8 ー
九十九里町 ー (15.00) ー (20.00) 7.4 57.2
芝山町 ー (15.00) ー (20.00) 6.5 ー
横芝光町 ー (14.15) ー (19.15) 6.1 7.1
一宮町 ー (15.00) ー (20.00) 5.7 23.3
睦沢町 ー (15.00) ー (20.00) 5.5 43.4
長生村 ー (15.00) ー (20.00) 9.1 44.8
白子町 ー (15.00) ー (20.00) 4.3 16.4
長柄町 ー (15.00) ー (20.00) 5.7 16.8
長南町 ー (15.00) ー (20.00) 6.4 10.2
大多喜町 ー (15.00) ー (20.00) 4.6 6.9
御宿町 ー (15.00) ー (20.00) 4.3 32.2
鋸南町 ー (15.00) ー (20.00) 11.2 38.9

地方
公共団体
の名称

地方
公共団体
の名称

健全化
判断
比率

健全化
判断
比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率において比率が算出されない団体は「－」で示す。　※実質公債費比率の早期健全化基準は 25.0％。
※将来負担比率の早期健全化基準は 350.0％（政令市 400.0％）。　※平均値は単純平均である。

第二表　令和２年度決算に基づく健全化判断比率 第一表　決算規模の推移（単位：％）

大都市平均 11.8 128.8
都市平均 5.4 32.7
町村平均 6.1 19.5
県平均　　 5.7 28.5
県平均　　 5.8 30.3

大都市
除( ）
大都市
含( ）

（百万円）

2,900,000

3,100,000

3,300,000

2,700,000

2,500,000

2,300,000

2,100,000

1,900,000

1,700,000

1,500,000

令
和
二
年
度

市
町
村
普
通
会
計
決
算・健
全
化

判
断
比
率（
見
込
み
）の
概
要

千葉県総務部
市町村課

（年度）

歳入

歳出

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2
2,102,914 2,183,171 2,245,506 2,249,484 2,291,030 2,293,505 2,397,584 3,192,175

2,014,103 2,099,131 2,142,239 2,168,257 2,209,003 2,218,549 2,300,378 3,088,896

過去最高
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で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
の
根
拠
法
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
設
置
法
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
で
あ
り
、
そ
の
理
解
の
上

で
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
を
見
な
け
れ
ば
、
理
解
が
十

分
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
か
ら
見
る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
役
割

　

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
の
根
拠
法
文
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
第
36
条
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の
本
務
の
中

核
は
、
同
条
に
規
定
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
第
２
条
に
そ
の
定
義
が
あ
る
。

　

同
条
は
、
デ
ジ
タ
ル
そ
の
も
の
を
定
義
す
る
の
で
は

な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
を
定
義
す
る
と

こ
ろ
に
法
文
上
の
工
夫
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
従
前
の

I
T
基
本
法
（
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成

基
本
法
）
に
も
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
由
か
つ
安
全
に
多

様
な
情
報
又
は
知
識
を
世
界
的
規
模
で
入
手
し
、
共
有

し
、
又
は
発
信
す
る
」
こ
と
に
加
え
、
「
多
様
か
つ
大
量

の
情
報
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
」
こ
と
が
新
た

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府
が

進
め
て
い
る
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の
世
界
観
と
も
重

な
る
概
念
で
あ
り
、
よ
り
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
に
お
け
る
「
基
本

理
念
」
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
の
第
２
章
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
慶
応
大
学
の
村
井
純
先

生
を
座
長
に
開
催
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
議
論
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
内
閣
情
報
通
信
技
術

（
I
T
）
総
合
戦
略
室
（
以
下「
I
T
室
」
と
い
う
。
）

に
勤
務
し
、
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

き
た
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
総
務
省
に
勤
務
し
た
が
、

同
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
の
た
め
、
I
T
室
に
デ

ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
準
備
室
が
設
置
さ
れ
る
と
同
時

に
、
再
び
、
当
室
に
配
属
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法

案
に
携
っ
た
。
法
案
成
立
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

I
T
室
に
お
い
て
再
び
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置

に
伴
う
地
方
自
治
体
へ
の
影
響
等
」
に
つ
い
て
の
貴
誌

か
ら
の
執
筆
依
頼
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま

え
て
お
答
え
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
け

る
見
解
に
つ
い
て
は
、
個
人
と
し
て
の
見
解
で
あ
り
、

所
属
す
る
組
織
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
点
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
の
経
緯

　

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
の
経
緯
を
振
り
返
り
た
い
。

　

き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ

る
。
感
染
症
拡
大
前
は
、
も
と
も
と
I
T
室
（
政
府

C
I
O
）
の
強
化
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
感
染
症
対

策
を
行
う
中
で
、
多
様
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
顕
在
化
し
た
課
題
へ
対
応

社
会
形
成
に
お
け
る
10
原
則
」
を
法
文
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
重
要
な
原
則
で
あ
る
が
、
中

心
的
な
理
念
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル

化
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
念
は
、
同
法
第
３
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　

同
条
が
示
す
「
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恵
沢
を
享

受
で
き
る
」
と
い
う
我
が
国
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
社
会

は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
も
の
が
享
受
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
格
差
を
前
提
と

し
た
社
会
で
も
、
中
国
の
よ
う
に
そ
れ
を
享
受
す
る
こ

と
を
望
む
、
望
ま
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
強
制
的
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
社
会
で
も
な
い
。
日
本
社
会
が
目
指

す
「
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恵
沢
を
享
受
で
き
る
」

社
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
を
埋
め
つ
つ
、
デ

ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
者
に
対

し
デ
ジ
タ
ル
を
強
制
し
な
い
。
と
す
る
と
、
デ
ジ
タ

ル
と
リ
ア
ル
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
ダ

ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
は
コ
ス
ト
で
あ
る
。
み
な
さ
ん
は
こ
の

理
念
を
ど
う
捉
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
直
面

す
る
こ
の
課
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
個
々
の
事
案
ご
と
に
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、

U
I
/
U
X
を
徹
底
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
は
、
デ
ジ

タ
ル
に
苦
手
意
識
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
実
は
リ
ア
ル

で
行
う
よ
り
も
簡
単
で
便
利
で
あ
る
。
そ
の
体
験
を
い

か
に
得
て
い
た
だ
き
、
共
感
を
広
げ
る
か
、
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
は
、
第
3
章
に
お
い

て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
等
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
、
国
と
地
方

す
る
た
め
に
は
、
I
T
室
の
強
化
で
は
な
く
、
も
っ
と

抜
本
的
な
対
応
の
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
改
革
関
係
閣
僚
会
議
（
令
和
２
年
９
月
23
日
）

に
お
い
て
菅
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
行
政
の
縦
割
り

を
打
破
す
る
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
喫
緊
に
取
り
組
む
必

要
が
生
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
多
様
な
人
材
を
集

め
、
従
来
の
役
所
と
は
一
線
を
画
し
た
次
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
強
い
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
し
て
、
強
力
な
司
令
塔
機
能
を
有
す

る
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
す
る
旨
の
指
示
が
な
さ
れ
、
令

和
３
年
通
常
国
会
に
必
要
な
法
案
を
提
出
す
べ
く
、
令

和
２
年
末
に
は
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

菅
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
を
受
け
て
、
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
（
I
T
本
部
）

の
下
に
開
催
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会

議
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

及
び
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

作
業
部
会
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
令
和

２
年
11
月
20
日
に
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
作
業
部
会
と
り
ま
と
め
」
が
、
同
月
26

日
に
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
り
ま
と
め
」
が
作
成
さ
れ
た
。
政
府
は
、
こ
れ
ら

の
議
論
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
将
来
像
や
I
T

基
本
法
の
見
直
し
の
考
え
方
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
の

考
え
方
等
に
つ
い
て
の
方
針
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
を
同
年
12
月
25

日
に
閣
議
決
定
し
、
令
和
３
年
２
月
９
日
に
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
案
等
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案

の
一
つ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
案
（
令
和
３
年
９

月
１
日
施
行
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
同
法
案
は
、
国
会

審
議
を
経
て
、
同
年
５
月
12
日
に
成
立
し
、
施
行
日
は

同
年
９
月
１
日
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
を
理
解
す
る
た
め
に

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
は
９
月
１
日
で
あ
り
原
稿
執
筆

時
に
お
い
て
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
庁
が
ど
の
よ
う
な
組
織
を
意
図
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
か
を
記
載
し
た
い
。
そ
の
理
解
の
た
め
に
は
、

法
令
を
見
る
こ
と
が
一
番
正
確
か
つ
重
要
で
あ
る
。
e

︲
G
O
V
の
法
令
検
索
等
で
検
索
し
、
２
つ
の
法
令
を

手
元
に
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
１
つ
は
デ
ジ
タ
ル

庁
設
置
法
、
も
う
１
つ
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

公
共
団
体
の
責
務
を
規
定
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
第
13
条
か
ら
第
15
条
ま
で
が
気
に
な
る
だ
ろ

う
。
中
で
も
特
に
重
要
な
規
定
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
第
15
条
で
あ
る
。

　

国
と
地
方
公
共
団
体
は
相
互
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
政
策
分
野
に
お
い
て
も
問

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
形
成
に
あ
た
っ
て
の
責
務
と
し
て
法
に
規
定
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
に
「
デ
ジ
タ
ル
」
が
有
す
る
本
質
的
な
価
値
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
力
を
使
え
ば
、

時
間
も
場
所
も
超
え
て
情
報
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
間
で
相
互
に

連
携
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
力
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
形
成
の
た
め
に
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
相
互
に

連
携
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

同
法
第
15
条
に
あ
え
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
間

の
関
係
だ
け
で
は
な
い
。
国
の
行
政
機
関
間
、
国
と
事

業
者
、
地
方
公
共
団
体
と
事
業
者
、
国
と
地
方
公
共
団

体
と
事
業
者
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
多
様
な
主
体
に
よ
る
相
互
の
連
携
」
の
重
要

性
は
、
第
４
章
の
施
策
の
策
定
の
基
本
方
針
に
お
い
て

貫
か
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
第
20
条
及
び

第
22
条
に
お
い
て
は
、
「
多
様
な
主
体
」
と
い
う
用
語

が
４
回
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

形
成
基
本
法
第
22
条
は
、
多
様
な
主
体
が
相
互
に
連
携

す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、
情
報
交
換
シ
ス
テ

ム
、
デ
ー
タ
、
A
P
I
（
外
部
連
携
機
能
）
を
掲
げ
て

自治体の
今

専門家が
読み解く

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
役
割

デジタル庁　統括官
（デジタル社会共通機能担当）付
参事官（地方業務システム基盤担当　
兼 ID/ 認証・マイナンバー担当）　
浦上 哲朗
うらかみ　てつろう●
平成28年7月　和歌山県総務部長
平成30年7月　内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室企画官
令和  2年4月　総務省自治行政局公務員部給与能率推進室長
令和  2年9月　内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室企画官
令和  3年7月　内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室参事官
令和  3年9月　現職
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な
る
こ
と
も
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
は
重
要
な
規
定

で
あ
ろ
う
。

⑶
デ
ー
タ
の
利
活
用

　

同
項
12
号
か
ら
同
項
14
号
ま
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

多
様
な
主
体
の
間
で
連
携
さ
せ
る
デ
ー
タ
が
標
準
化

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
円
滑
な
連
携
は
行
え
な
い
。
ま

た
、
そ
の
た
め
の
外
部
連
携
機
能
（
A
P
I
）
の
仕
様

や
、
公
的
基
礎
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス

ト
リ
）
に
つ
い
て
も
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
庁
は
そ
れ
ら
の
基
本
的
な
企
画
立
案
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
す
べ
て
の
デ
ー
タ

を
一
元
的
に
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
は

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
策
定
す
る
デ
ー
タ
の
標
準

に
つ
い
て
は
大
き
く
関
係
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
は
組
織
法
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
規
定
だ
け
で
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
等
に
従
う
義
務

が
生
じ
る
訳
で
は
な
く
、
別
途
作
用
法
の
根
拠
が
必
要

で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
法
に
お
い
て
デ
ー
タ
要
件
・
連
携
要
件
の
標

準
は
共
通
事
項
の
標
準
化
基
準
と
し
て
基
準
を
守
る
義

務
が
発
生
し
て
い
る
点
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
情
報
シ
ス
テ
ム

　

同
項
15
号
か
ら
同
項
19
号
ま
で
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
人
を
特
定
・
認
証
し
、
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と

に
加
え
、
そ
れ
を
処
理
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に

多
様
な
主
体
が
相
互
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
整
備
及
び

管
理
し
て
い
く
の
か
、
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
お

お
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
大
き
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
要
素
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」

に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
第
36
条
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
に
関
す
る
行
政
事
務
の
迅
速

か
つ
重
点
的
な
遂
行
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
社
会
形
成
に
関
す
る
事
務
と
は
、
「
誰
も
が
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
恵
沢
を
享
受
で
き
る
」
（
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
）
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
を
目
指
し
、
多
様

な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
相
互
に
連
携
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
で

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
は
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
、
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
、
A
P
I

に
つ
い
て
一
定
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
か
ら
見
る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
仕
組
み

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
第
36
条
の
「
別
に
法
律

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
の
「
別
の
法
律
」
が
デ
ジ

タ
ル
庁
設
置
法
に
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
多
様
な
主

体
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
組
織
法
上
、
非
常
に
強
い
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
民
間
人
材
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
個
性

的
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
特
徴
は
、
次
の
3
点
で
あ
る
。

⑴
設
置

　

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
第
２
条
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

庁
は
内
閣
に
直
属
の
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
強
力
な
司
令
塔
権
限
を
持
つ
組

織
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
他
の
省
庁
と

異
な
り
国
家
行
政
組
織
法
の
規
律
を
受
け
な
い
こ
と
も

い
て
非
常
に
重
要
に
な
る
。

　

同
項
15
号
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
及
び
管
理
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
整
備

方
針
」
と
い
う
）
の
作
成
及
び
推
進
を
行
う
。
こ
れ
は

国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団
体
や

公
共
分
野
の
民
間
事
業
者
の
情
報
シ
ス
テ
ム
も
対
象
と

し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
を
含
め
た
、
多
様
な
主
体

が
相
互
に
連
携
す
る
た
め
に
は
、
全
体
の
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
を
設
計
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
庁
が
整
備
方
針
と
し
て
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
整
備
方
針
の
下
、
同
項
17
号
に
よ

り
、
国
の
行
政
機
関
が
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及

び
管
理
に
関
す
る
行
政
各
部
の
事
業
の
統
括
及
び
監
理

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
「
統
括
及
び
監
理
」
と
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
、
統
括
監

理
の
対
象
で
あ
る
「
行
政
各
部
」
に
は
地
方
公
共
団
体

は
含
ま
れ
な
い
。

　

他
方
で
、
「
国
の
行
政
機
関
が
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
及
び
管
理
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
行
政
機
関
が

補
助
金
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を

整
備
及
び
管
理
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
統

括
及
び
監
理
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
補
助
金
を
所
管
す

る
府
省
で
あ
り
、
直
接
、
地
方
公
共
団
体
に
統
括
・
管

理
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
同
項
19
号
に
よ
り
、
国
の
行
政
機

関
が
共
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
す

る
。
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

国
の
省
庁
が
共
用
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い

て
地
方
自
治
体
も
活
用
す
る
こ
と
は
、
19
号
の
射
程
の

範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
関
心
事
項
は
地
方
公
共
団

示
し
て
い
る
。

⑵
所
掌
事
務

　

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
第
４
条
第
１
項
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
I
T
室
と
同
様
に
、
他
省
庁
が
分
担
し
て

い
る
事
務
を
「
総
合
調
整
」
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。
I
T
室
と
異
な
る
の
は
、
同
条
第
2

項
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
分
担
管
理
事
務
」

と
言
わ
れ
、
他
省
庁
が
分
担
し
な
い
事
務
を
、
デ
ジ
タ

ル
庁
が
責
任
を
も
っ
て
所
掌
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
I
T
室
は
総
合
調
整
事
務
を
有
す
る
の

み
で
あ
っ
た
た
め
、
「
第
三
者
的
」
「
批
評
家
」
と
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
分
担
管
理
事
務
も
所
掌
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
限
を
有
す
る
と
同
時
に
、
執

行
す
る
責
任
も
負
う
こ
と
に
な
る
。

⑶
組
織

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
長
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
に
係
る
事
項
に

つ
い
て
の
主
任
の
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
。

他
方
、
事
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣

を
補
佐
す
る
国
務
大
臣
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
大
臣
を
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は
、
デ
ジ

タ
ル
庁
設
置
法
第
8
条
第
5
項
に
よ
り
関
係
行
政
機
関

に
対
す
る
勧
告
権
を
有
し
て
い
る
。
同
条
第
６
項
に
よ

り
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
勧
告
を
「
十
分
に
」
尊
重

す
る
義
務
が
あ
る
。
勧
告
権
が
非
常
に
強
い
権
限
と

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
担
う
所
掌
事
務
に
関
し
て
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
た

め
、
政
策
決
定
に
際
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

関
す
る
識
見
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ
で
、
事
務
次
官

に
相
当
す
る
人
材
に
行
政
の
内
外
を
問
わ
ず
民
間
等
各

界
か
ら
の
人
材
登
用
を
可
能
と
す
る
政
治
的
任
用
（
内

閣
任
命
）
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
監
を
置
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
庁
の
役
割

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
が
、

デ
ジ
タ
ル
庁
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
を
よ
り
理
解
す

る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
第
４
条
第
２
項
の
分
担

管
理
事
務
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑴
重
点
計
画
の
策
定
等

　

同
項
１
号
及
び
2
号
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
の
た
め

の
重
点
計
画
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
共
団

体
を
含
め
た
、
多
様
な
主
体
の
相
互
の
連
携
を
戦
略
的

に
行
う
た
め
の
事
務
と
な
る
。

⑵
I
D
と
認
証

　

同
項
3
号
及
び
4
号
は
I
D
に
関
す
る
も
の
、
同
項

7
号
か
ら
11
号
ま
で
は
認
証
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

多
様
な
主
体
の
相
互
の
連
携
に
お
い
て
重
要
な
の

は
、
そ
の
主
体
が
誰
で
あ
っ
て
（
Ｉ
Ｄ
）
、
ア
ク
セ
ス

し
て
い
る
者
が
本
当
に
そ
の
者
で
あ
る
の
か
を
確
認
す

る
こ
と
（
認
証
）
で
あ
る
。

　

特
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
係
す
る
事
務
は
地
方
公
共

団
体
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
係

す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
番
号
制
度
担
当
室
が

担
っ
て
い
た
事
務
が
デ
ジ
タ
ル
庁
に
移
管
さ
れ
、
利
用
に

関
す
る
こ
と
を
デ
ジ
タ
ル
庁
が
担
い
、
発
行
や
交
付
に
関

す
る
こ
と
を
総
務
省
が
担
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
様
な
主
体
の
相
互
の
連
携
に
お
い
て
重
要

な
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
の
１
つ
で
あ
る
、
情
報
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て

総
務
省
か
ら
移
管
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
行
う
こ
と
に

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
、
デ
ジ
タ
ル
庁
と
総
務
省

と
の
役
割
分
担
で
あ
ろ
う
。

　

地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
現
在
最
も

大
き
な
課
題
は
、
地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ

ム
の
統
一
・
標
準
化
で
あ
る
。
こ
の
点
、
デ
ジ
タ
ル
庁

は
整
備
方
針
を
作
成
す
る
観
点
か
ら
、
総
務
省
は
地
方

公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
の
観
点
か
ら
関
わ
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
制
度
所
管
府
省
が
策
定
す
る
標

準
仕
様
書
に
対
し
て
支
援
等
を
行
う
の
は
デ
ジ
タ
ル
庁

で
あ
る
。
他
方
、
各
地
方
公
共
団
体
が
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
に
構
築
さ
れ
た
標
準
仕
様
書
に
移
行
す
る
支
援

を
行
う
の
は
総
務
省
で
あ
る
。
デ
ー
タ
要
件
や
連
携
要

件
の
標
準
等
、
標
準
仕
様
書
に
共
通
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
主
と
な
っ
て
総
務
省
と
協
力
し

て
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
役
割
分
担
は
明
確
に
整
理
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
と
総
務
省
は
目
標
を

共
有
し
な
が
ら
連
絡
を
密
に
し
て
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
事
務

は
総
務
省
の
所
管
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
I
T
室
が
地
方

公
共
団
体
か
ら
意
見
を
直
接
聞
か
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
等

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
と
の
対
話
を
重
視
し
て
い
る
。

　

本
年
９
月
１
日
に
は
Ｉ
Ｔ
室
は
解
体
さ
れ
、
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関

す
る
高
い
知
見
を
持
ち
な
が
ら
、
常
に
前
向
き
に
、
か

つ
、
オ
ー
プ
ン
に
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
皆
さ
ん
と

し
っ
か
り
対
話
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
、

信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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自 治 落 書 き 市 町 村 職 員 の 紹 介

　

最
近
で
は
、
仕
事
に
取
り
組
む
中
で
小
さ
な
文

字
、
特
に
数
字
が
見
づ
ら
く
な
る
な
ど
、
気
持
ち
は

若
い
つ
も
り
で
あ
る
が
、
年
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
気
づ
け
ば
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
月
日
が
流
れ
、
今
で

は
後
輩
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
考
え

る
立
場
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
仕
事
を
行
う
環

境
は
若
い
こ
ろ
と
は
だ
い
ぶ
様
変
わ
り
し
て
き
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
自
分
が
伝
え
て
い
け
る
こ
と

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
は
、
原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
は
行
わ
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
時
間
外
勤
務

を
前
提
と
し
て
、
い
か
に
業
務
を
処
理
す
る
か
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
若
手
職
員
は
各
班
に
共
通
す

る
細
々
と
し
た
事
務
を
担
当
し
て
い
た
か
ら
、
日
中

は
そ
う
し
た
班
の
事
務
を
処
理
し
、
時
間
外
に
自
ら

の
所
掌
事
務
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
は
不
満
に
思
う

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
な
ら
組
織
に
共
通
の
ル
ー
ル

な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
と

分
か
る
。
上
司
と
共
に
会
議
に
出
席
し
、
メ
モ
を
取

り
、
時
間
外
に
会
議
録
を
起
こ
し
、
翌
日
、
報
告
す

る
と
い
う
の
も
日
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
は
音

声
を
録
音
し
、
R
P
A
に
よ
り
自
動
で
会
議
録
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
自

ら
会
議
録
を
起
こ
す
こ
と
は
上
司
の
発
言
の
意
味
を

考
え
た
り
、
不
足
す
る
知
識
が
あ
れ
ば
調
べ
た
り
と

成
長
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

千
葉
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、
臨
海
部
に
は
京
葉

　

千
葉
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、
臨
海
部
に
は
京
葉

工
業
地
域
、
内
陸
部
に
は
丘
陵
地
帯
に
開
け
た
畑
地

工
業
地
域
、
内
陸
部
に
は
丘
陵
地
帯
に
開
け
た
畑
地

と
水
田
を
形
成
、
都
心
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

と
水
田
を
形
成
、
都
心
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

に
富
む
袖
ケ
浦
市
か
ら
研
修
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

に
富
む
袖
ケ
浦
市
か
ら
研
修
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
行
政
班
で
市
町
村
の
公
務
員
制
度
に
お

　

現
在
は
、
行
政
班
で
市
町
村
の
公
務
員
制
度
に
お

け
る
調
査
の
取
り
ま
と
め
、
助
言
、
こ
れ
ら
の
業
務

け
る
調
査
の
取
り
ま
と
め
、
助
言
、
こ
れ
ら
の
業
務

制
度
の
導
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
提

制
度
の
導
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
提

供
を
行
う
過
程
で
、
市
町
村
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

供
を
行
う
過
程
で
、
市
町
村
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
役
所
で
得
ら

や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
役
所
で
得
ら

れ
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

れ
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
県
職
員
の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
に
感
謝
す
る
と

す
。
県
職
員
の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
業
務
に
取
り
組
む
姿
に
日
々
刺
激
を
受
け

と
も
に
、
業
務
に
取
り
組
む
姿
に
日
々
刺
激
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

市
町
村
課
で
得
た
知
識
や
経
験
、
人
と
の
繋
が
り

　

市
町
村
課
で
得
た
知
識
や
経
験
、
人
と
の
繋
が
り

を
基
に
、
袖
ケ
浦
市
の
行
政
課
題
の
解
決
及
び
発
展

を
基
に
、
袖
ケ
浦
市
の
行
政
課
題
の
解
決
及
び
発
展

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

決
裁
に
つ
い
て
も
、
電
子
決
裁
と
な
り
、
起
案

者
、
確
認
者
、
決
裁
権
者
と
い
っ
た
形
で
関
わ
る

職
員
の
数
に
つ
い
て
も
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
昔
は
、
一
つ
の
決
裁
文
書
に
班
員
全
員
の
押
印

が
な
さ
れ
る
の
が
当
然
で
、
決
裁
文
書
が
班
の
座
席

を
一
つ
ず
つ
上
が
っ
て
い
く
ご
と
に
指
摘
が
入
り
、

座
席
を
一
つ
ず
つ
降
り
て
戻
っ
て
き
た
。
「
参
考
条

文
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
」
、
「
該
当
条
文
の
逐
条

は
読
ん
だ
の
か
」
。
正
直
、
必
要
な
ら
自
分
で
や
っ

て
く
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
が
、
指
摘
を
受

け
た
事
項
は
、
得
て
し
て
班
と
し
て
全
員
が
把
握
し

て
お
く
べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
り
、
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
点
で
あ
っ
た
り
し
て
、
指
摘
し
て
く
れ
た
方
は

当
然
承
知
し
て
い
る
中
で
、
自
分
に
そ
れ
を
学
ぶ
機

会
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
班
と
し
て
も

そ
う
し
た
過
程
を
経
る
こ
と
で
共
通
認
識
が
醸
成
さ

れ
、
班
全
体
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
た
の
だ
と
思

う
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
か
ら
、
起
案
す
る
際
に

は
ど
う
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
得
る
の
か
を
想
定
し
、

事
前
に
必
要
な
対
応
を
取
る
な
ど
し
て
手
戻
り
が
な

い
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
起
案
で
な
く
と

も
色
々
な
視
点
に
立
っ
て
確
認
す
る
な
ど
日
々
小
さ

な
努
力
を
重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
、

職
場
に
よ
っ
て
は
電
卓
を
た
た
く
こ
と
や
読
み
合
わ

せ
も
よ
く
や
っ
て
い
た
。
今
は
、
数
値
の
確
認
な
ど

は
電
子
決
裁
に
添
付
さ
れ
た
電
子
デ
ー
タ
上
で
行
わ

れ
て
お
り
、
電
卓
な
ど
の
出
番
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
た
だ
、
電
卓
を
た
た
く
の
は
そ
れ
な
り
に
時

間
が
か
か
り
、
結
果
と
し
て
間
違
い
が
な
い
こ
と
の

確
認
と
な
る
こ
と
が
大
半
で
は
あ
る
が
、
間
違
い
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
と
も
に
、
電
卓
を
た
た
く
と
い
う
作
業
を
行
う

こ
と
で
数
値
の
意
味
を
知
る
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
有
意
義
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
縷
々
昔
を
振
り
返
っ
て
み
て
思
う
こ

と
は
、
ど
ん
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
先
達
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
一
つ
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

目
の
前
の
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
丁
寧
に
取
り
組
む

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

こ
の
姿
勢
は
ど
の
よ
う
な
環
境
と
な
っ
て
も
必
要
な

も
の
で
あ
り
、
自
分
と
し
て
も
後
輩
た
ち
に
伝
え
て

い
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

　

今
、
自
分
の
周
り
に
い
る
後
輩
た
ち
は
、
皆
、
と
て

も
丁
寧
に
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
未
来
は

明
る
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
と
し
て
も
後
輩
た
ち

に
負
け
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
後
輩
た
ち
の
育
成
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
気
持
ち
的
に
は
20
代
く
ら
い
か
な
!?
）

思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ

市
町
村
職
員
の
紹
介
千
葉
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
市
町
村
職
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
町
村
課
　
榊󠄀
谷 

良
成

〈
袖
ケ
浦
市
〉

企
業
立
地
課
　
石
井 

め
ぐ
み

危
機
管
理
課
　
田
村 

一
樹

〈
い
す
み
市
〉

〈
山
武
郡
市

  

広
域
行
政
組
合
〉

　

千
葉
県
房
総
半
島
の
東
南
部
に
位
置
し
、
里
海
や

　

千
葉
県
房
総
半
島
の
東
南
部
に
位
置
し
、
里
海
や

里
山
が
あ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
い
す
み
市
か

里
山
が
あ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
い
す
み
市
か

ら
研
修
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
企
業
立
地
課
に
お
世

ら
研
修
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
企
業
立
地
課
に
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
県
職
員
の
方
々
の
温
か
く
丁
寧
な
ご
指
導

た
が
、
県
職
員
の
方
々
の
温
か
く
丁
寧
な
ご
指
導

と
、
他
の
研
修
生
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

と
、
他
の
研
修
生
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
立
地
課
で
は
、
空
き
公
共
施
設
へ
の
企
業
誘

　

企
業
立
地
課
で
は
、
空
き
公
共
施
設
へ
の
企
業
誘

致
と
立
地
企
業
補
助
金
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て

致
と
立
地
企
業
補
助
金
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
企
業
誘
致
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
企

お
り
ま
す
。
企
業
誘
致
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
企

業
の
方
々
や
市
町
村
の
担
当
者
と
接
す
る
な
ど
貴
重

業
の
方
々
や
市
町
村
の
担
当
者
と
接
す
る
な
ど
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
得
た
知
識
、
人
と
の
繋
が
り
を
い
す

　

こ
の
研
修
で
得
た
知
識
、
人
と
の
繋
が
り
を
い
す

み
市
の
発
展
に
活
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

み
市
の
発
展
に
活
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
気
を
引
き
締
め
て
、
業
務
に
励

思
い
ま
す
。
今
後
も
気
を
引
き
締
め
て
、
業
務
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
有
数
の
砂
浜
海
岸
で
あ
る
九
十
九
里
浜
に
面

　

日
本
有
数
の
砂
浜
海
岸
で
あ
る
九
十
九
里
浜
に
面

し
て
お
り
、
自
然
の
恵
み
豊
か
な
地
域
（
東
金
市
・

し
て
お
り
、
自
然
の
恵
み
豊
か
な
地
域
（
東
金
市
・

山
武
市
・
大
網
白
里
市
・
九
十
九
里
町
・
芝
山
町
）

山
武
市
・
大
網
白
里
市
・
九
十
九
里
町
・
芝
山
町
）

を
管
轄
し
て
い
る
消
防
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
、
昨
年

を
管
轄
し
て
い
る
消
防
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
、
昨
年

か
ら
危
機
管
理
課
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

か
ら
危
機
管
理
課
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
新
た
な
業
務
内
容
・
環
境
へ
の
不
安
が

　

当
初
は
、
新
た
な
業
務
内
容
・
環
境
へ
の
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
県
の
防
災
力
強
化
の
た
め
、
熱
意

あ
り
ま
し
た
が
、
県
の
防
災
力
強
化
の
た
め
、
熱
意

を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
課
員
の
姿
に
感
銘
を
受

を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
課
員
の
姿
に
感
銘
を
受

け
、
私
も
県
防
災
の
た
め
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な

け
、
私
も
県
防
災
の
た
め
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な

れ
る
よ
う
に
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
る
よ
う
に
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
課
で
の
担
当
業
務
は
、
災
害
対
応
・
各

　

危
機
管
理
課
で
の
担
当
業
務
は
、
災
害
対
応
・
各

種
災
害
年
報
・
県
が
企
画
す
る
実
動
及
び
図
上
訓
練

種
災
害
年
報
・
県
が
企
画
す
る
実
動
及
び
図
上
訓
練

等
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
防
災
に
強
い
県
に
す
る

等
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
防
災
に
強
い
県
に
す
る

た
め
に
は
、
県
内

た
め
に
は
、
県
内
5454
市
町
村
や
防
災
関
係
機
関
、
ボ

市
町
村
や
防
災
関
係
機
関
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
従
事
者
等
と
の
他
機
関
連
携
が
非
常
に

ラ
ン
テ
ィ
ア
従
事
者
等
と
の
他
機
関
連
携
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
得
た
貴
重
な
経
験
と
人
脈
を
派
遣
元
に

　

本
研
修
で
得
た
貴
重
な
経
験
と
人
脈
を
派
遣
元
に

還
元
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

還
元
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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昨
年
の
こ
の
時
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
不
要
不
急
の
外
出
が
出
来
ず
、
せ
っ
か
く
の
休

日
も
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

「
来
年
こ
そ
は
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
そ
の
願
い
は
届
か
ず
、
昨
年
以
上
に
感
染
者
数
は

増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
少
し

で
も
早
く
こ
の
状
況
が
改
善
し
、
本
誌
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
千
葉
県
の
市
町
村
に
、
多
く

の
人
々
が
自
由
に
遊
び
に
行
け
る
日
が
来
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
号
の
特
集
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」

に
つ
い
て
、浦
上
哲
郎
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
庁
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
役
割

や
仕
組
み
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
地
方
自
治
体
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
業
務
の
ご
参
考
に
な
り
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
充
実
し
た

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
ご
寄
稿
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お

忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市 町 村 振 興 協 会 だ よ りハロウィンジャンボ宝くじ　発売！　　　2021年新市町村振興宝くじ

サマージャンボ宝くじ市町村交付金が活用されました今年のハロウィンジャンボは、
１等・前後賞合わせて ５億円！

1等

2等

3等

5等

6等

7等

4等

1等の
前後賞
1等の
組違い賞

等 級 当せん金 本  数

ハロウィンジャンボ
当せん金 本  数

ハロウィンジャンボミニ

3億円

1億円

10万円

500万円

100万円

5万円

1万円

3,000円

300円

3,000万円

1,000万円

－　   

5万円

1万円

3,000円

300円

11本

22本

1,089本

22本

550本

11,000本

220,000本

1,100,000本

11,000,000本

20本

40本

－　      

20,000本

200,000本

500,000本

5,000,000本

※表中の当せん本数は、発売計画額（ハロウィンジャンボ発売総額330億円・11ユニット、ハロウィンジャンボミニ発売総額150億円・5ユニット）のとおりとなった場合

公益財団法人 千葉県市町村振興協会

■発売期間／9月22日（水）から10月22日（金）まで
■抽せん日／10月29日（金）　■発売単価／１枚300円

この宝くじの収益金は、市町村に配分されます。

ご購入は、是非“千葉県内”の宝くじ売り場で‼

　サマージャンボ宝くじの収益金は、各都道府県の人口、市町村数、販売実績に応じて、各都道府県から各都道府県市町村
振興協会に交付され、基金に積み立てた上で、資金貸付事業をはじめ市町村振興事業の支援を行っています。
　また、本協会では、平成 20 年度からサマージャンボ宝くじ交付金の基金の一部を、「サマージャンボ宝くじ市町村交付金」
として、県内市町村に交付しております。
　令和２年度に本協会が交付したサマージャンボ宝くじ市町村交付金は、県内市町村において、それぞれ、次の事業に活用
されました。

団 体 名 事 業 名
銚子市 子ども医療費助成事業

市川市 文化会館管理運営事業

船橋市 埋蔵文化財調査整理作業委託

館山市 子ども医療費支給事業

木更津市 子ども医療費助成事業

松戸市 戸定（とじょう）歴史館管理運営事業

野田市 日常生活援護費

茂原市 子ども医療費助成事業

成田市 国際文化会館管理運営事業

佐倉市 一般廃棄物収集運搬事業

東金市 子ども医療費扶助事業

旭市 乳幼児紙おむつ給付事業

習志野市 保育所運営費

柏市 防災施設及び防災資機材の管理事業

勝浦市 芸術文化交流センター管理運営

市原市 放課後児童健全育成事業

流山市 リサイクル推進事業

八千代市 リサイクル推進事業

我孫子市 子ども医療費助成事業

鴨川市 郷土資料館運営事業

鎌ケ谷市 図書館蔵書・資料整備事業

君津市 中央図書館資料購入事業

富津市 図書購入事業

浦安市 文化会館指定管理料

四街道市 資料管理整備事業

袖ケ浦市 大気保全対策事業

八街市 図書館管理運営費

団 体 名 事 業 名
印西市 子ども医療費助成事業

白井市 子ども医療費助成事業

富里市 資料整備事業

南房総市 災害時応急物資購入事業

匝瑳市 子ども医療費助成事業

香取市 高齢者等の生活支援事業

山武市 図書館運営事業

いすみ市 子ども医療費助成事業

大網白里市 外国語教育推進事業ほか

酒ケ井町 プリミエール酒々井（文化施設）運営事業

栄町 防災行政無線事業

神崎町 給食費助成金事業

多古町 図書館運営事業

東庄町 給食費助成金事業

九十九里町 子ども医療費助成事業

芝山町 ゴミ袋無料配布事業

横芝光町 図書資料購入事業

一宮町 大欠地区基本計画策定業務委託

睦沢町 道路維持事業

長生村 国際化教育の推進事業

白子町 保育所児童福祉施設事業ほか

長柄町 定住対策事業

長南町 ALT派遣事業

大多喜町 公民館管理運営事業

御宿町 防災関係事務事業

鋸南町 菱川師宣記念館主催事業

S H I N K O  C H I B A 振 興 ち ば市 町 村 振 興 協 会 だ よ り & 編 集 後 記
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公益財団法人 千葉県市町村振興協会

長南町「くらもち滝の里の紅葉」

公益財団法人 千葉県市町村振興協会
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